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「
え
っ
す
ご
い
!!
」

「
そ
ん
な
事
が
あ
っ
た
の
!?
」

　

日
ご
ろ
私
た
ち
が
感
じ
て

い
る
感
動
や
驚
き
。
そ
れ
を

遥
か
に
超
え
る
４
０
０
年
前

の
先
人
の
行
動
。

　

初
め
て
見
る
３
０
０
人
以

上
の
外
国
人
。
皮
膚
や
目
の

色
が
異
な
り
言
葉
さ
え
も
通

じ
な
い
彼
ら
を
、
先
人
た
ち

は
そ
の
恐
怖
や
不
安
よ
り
も
、

た
だ
『
助
け
な
く
て
は
』
と

い
う
人
類
愛
の
心
だ
け
で
救

護
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

御
宿
町
で
は
、
こ
の
先
人

の
勇
気
を
讃
え
る
と
と
も
に
、

史
実
を
後
世
に
伝
承
す
る
た

め
、
９
月
30
日
を
『
日
西
墨

友
好
の
絆
記
念
日
』
に
制
定

し
ま
し
た
。

　

観
光
資
源
と
し
て
多
く
の

観
光
客
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

る
記
念
塔
。

　

網
代
湾
に
凛
と
そ
び
え
立

つ
白
い
塔
に
は
、
三
国
交
流

の
発
祥
と
な
っ
た
先
人
の
誇

り
と
勇
気
が
ぎ
っ
し
り
と
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

出
会
い
か
ら
４
０
０
年

　
　
　
　

先
人
が
築
い
た
友
好
と
絆

―郷里を知る－
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１
６
０
９
年
９
月
30
日
、
ス
ペ
イ

ン
船
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
が
メ

キ
シ
コ
に
向
か
う
途
中
、
荒
天
に
よ

り
岩
和
田
沖
に
座
礁
し
ま
し
た
。
当

時
の
岩
和
田
村
民
は
、
乗
組
員
３
７

３
名
中
３
１
７
名
を
救
助
し
た
と
い

う
偉
大
な
史
実
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
そ
の
史
実
か
ら
ち
ょ

う
ど
４
０
０
年
に
あ
た
り
、
様
々
な

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
先
人
が
築
い
た
友
好
と
絆
を
永

く
後
世
へ
と
繋
げ
る
た
め
、
町
で
は

９
月
30
日
を
「
日
西
墨
友
好
の
絆
記

念
日
」
に
制
定
し
ま
し
た
。

絆
記
念
日
の
制
定
に
際
し
、
10
月

３
日
に
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
追

悼
式
及
び
日
西
墨
三
国
文
化
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
。
日
西
墨
三
国
交
通

発
祥
記
念
之
碑
（
記
念
塔
）
前
で
行

わ
れ
た
追
悼
式
で
は
、
在
京
ス
ペ
イ

ン
・
メ
キ
シ
コ
両
大
使
館
や
千
葉
県

な
ど
、
多
く
の
来
賓
が
参
列
し
、
当

時
の
乗
組
員
に
対
し
て
献
花
と
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
勢
え
び
祭
り
で
賑
わ
う

▲サン・フランシスコ号の乗組員に対する黙とう

▲

▲

メキシコでも
　　　報道されました

月
の
沙
漠
記
念
館
前
の
会
場
で
行
わ

れ
た
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
石

田
町
長
か
ら
絆
記
念
日
の
制
定
が

宣
言
さ
れ
た
ほ
か
、
フ
ラ
メ
ン
コ

シ
ョ
ー
や
マ
リ
ア
ッ
チ
シ
ョ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
方
々

と
と
も
に
ス
ペ
イ
ン
や
メ
キ
シ
コ
文

化
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
人
の
誇
り
・
偉
大
な
る
町
の
歴

史
を
繋
ぐ
た
め
、
町
で
は
こ
う
し
た

文
化
交
流
事
業
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
９
月
30
日

　
「
日
西
墨
交
流
の
絆
記
念
日
」

▲

ス
ペ
イ
ン
の
フ
ラ
メ
ン
コ

　　　メキシコ友好親善使節団　　
　　　　　　　　　９月13日から22日まで訪問

今年度メキシコでは、墨日交流400 周年記念事業が開催さ
れています。こうした中、町では町民から有志を募り、メキシ
コ友好親善使節団として、総勢25 名が９月13 日から22 日ま
での10 日間メキシコへ渡航しました。

現地では、姉妹都市であるアカプルコ市やサン・フランシ
スコ号のドン・ロドリゴ総督が出生したテカマ・チャルコ市
を訪問したほか、カルデロン大統領とも面会しました。

この使節団訪問は、メキシコでも新聞などで広く取り上げ
られ、史実を多くの方々へ周知することができました。

また、この10 日間の訪問の詳細については、次ページで紹
介します。

　

▲

メ
キ
シ
コ
の
マ
リ
ア
ッ
チ



『
新
た
な
４
０
０
年
の
歴
史
を
刻
む
第
一
歩
』を
し
る
す

メ
キ
シ
コ
友
好
親
善
使
節
団
視
察
交
流
レ
ポ
ー
ト
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この度、日墨交流４００周年記念事業の一環として町民２５名の使節団が
メキシコ国民の皆さんと交流を深めてきました。そこで今回は、友好親善使
節団長（石田町長）の報告を紹介します。

　

今
回
の
訪
墨
は
９
月
13
日
か
ら
22

日
と
い
う
行
程
で
行
い
ま
し
た
。
本
年
、

メ
キ
シ
コ
合
衆
国
は
、
革
命
１
０
０
周

年
、
独
立
２
０
０
周
年
と
い
う
節
目
の

年
で
あ
り
、
多
く
の
行
事
、
式
典
へ
の

参
加
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
１
６
０
９

年
の
史
実
が
、
日
墨
両
国
の
交
通
発
祥

の
源
で
あ
る
と
い
う
故
を
も
っ
て
、
日

本
を
代
表
す
る
よ
う
な
私
た
ち
使
節
団

へ
の
対
応
、
お
も
て
な
し
で
あ
っ
た
と

強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

在
墨
日
本
大
使
館
小
野
正
昭
全
権

大
使
、
カ
ル
デ
ロ
ン
大
統
領
、
パ
ト
リ

シ
ア
・
エ
ス
ピ
ノ
サ
外
務
大
臣
、
セ
フ

エ
リ
ノ
・
ゲ
レ
ロ
州
知
事
、
文
部
教
育

省
マ
リ
オ
・
チ
ャ
コ
ン
大
使
と
の
謁
見
、

ア
カ
プ
ル
コ
市
長
は
じ
め
、
市
議
会
議

員
、
市
民
の
皆
様
と
の
懇
談
会
、
ド

ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
・
デ
・
ビ
ベ
ロ
の
出
生
地

テ
カ
マ
・
チ
ャ
ル
コ
市
へ
の
訪
問
、
日
墨

会
館
で
の
菅
原
譲
治
会
長
、
東　

信
行

氏
、
建
築
家
マ
ヌ
エ
ル
・
ル
ズ
・
バ
ー
ガ

ス
氏
と
の
友
好
記
念
碑
建
設
に
つ
い
て

の
詳
細
な
協
議
や
記
念
公
募
展
入
賞
作

品
展
示
会
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、

人
類
学
博
物
館
に
お
け
る
「
日
墨
交
流

４
０
０
年
の
軌
跡
」
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
へ
の
出
席
、
黒
沼
ユ
リ
子

氏
私
邸
へ
の
訪
問
な
ど
多
く
の
日
程
を

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
バ
ス
で
３

時
間
、
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
・
デ
・
ビ
ベ

ロ
出
生
の
地
、
プ
エ
ブ
ラ
州
テ
カ
マ
・

チ
ャ
ル
コ
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
４
０
０

年
前
に
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
・
デ
・
ビ
ベ
ロ
一

行
を
救
済
し
た
町
か
ら
来
た
私
た
ち
を

多
く
の
市
民
が
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　

３
，
０
０
０
人
を
超
え
る
市
民
の
大

歓
迎
を
受
け
、
生
徒
と
儀
仗
兵
に
よ
る

両
国
歌
の
演
奏
で
歓
迎
式
典
が
始
ま
り

ま
し
た
。
１
６
０
９
年
以
後
の
歴
史
を

開
い
た
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
・
デ
・
ビ
ベ

ロ
の
功
績
を
讃
え
、
「
私
た
ち
の
貴
市

へ
の
訪
問
が
墨
日
友
好
を
さ
ら
に
深
め
、

新
た
な
４
０
０
年
の
歴
史
を
築
く
礎
と

な
る
こ
と
を
念
願
し
ま
す
。
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
ラ
ミ
レ
ス
市
長
か
ら

は
発
祥
の
地
御
宿
町
と
姉
妹
都
市
提

携
を
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
。

　

式
典
後
、
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
・
デ
・

ビ
ベ
ロ
が
眠
っ
て
い
る
、
１
６
世
紀

末
に
建
設
さ
れ
た
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
修
道
院
を
見
学
し
、
テ
カ
マ
・

チ
ャ
ル
コ
市
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

夕
刻
、
私
だ
け
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
小
野
正
昭
大
使
ご
夫
妻
と
と

も
に
、
チ
ャ
プ
ル
テ
ペ
ッ
ク
城
で
の

カ
ル
デ
ロ
ン
大
統
領
主
催
の
晩
餐
会

に
ご
招
待
を
い
た
だ
き
、
パ
ト
リ
シ

ア
・
エ
ス
ピ
サ
ノ
外
務
大
臣
に
謁
し
、

「
発
祥
の
地
で
あ
る
御
宿
の
こ
と
は

忘
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
も
念
頭
に
あ
り

ま
す
。
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

晩
餐
会
は
、
元
首
、
閣
僚
、
各
国

大
使
な
ど
３
０
０
名
が
出
席
し
、
祝

賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

『
新
た
な
４
０
０
年
の
歴
史
を
刻
む
第
一
歩
』を
し
る
す

メ
キ
シ
コ
友
好
親
善
使
節
団
視
察
交
流
レ
ポ
ー
ト

メ
キ
シ
コ
友
好
親
善

使
節
団
視
察
交
流
報
告

　
　

町
長　

石
田　

義
葊

ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
出
生
の
地　

テ
カ
マ
・
チ
ャ
ル
コ
市
訪
問

▲御宿町からの訪問を３，０００人以上の
テカマ・チャルコ市民が歓迎
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▲御宿岩和田漁協からアカプルコ市に大漁旗を贈呈

　

ア
カ
プ
ル
コ
市
で
は
、
ア
ビ
ラ
・
サ

ン
チ
ェ
ス
市
長
は
じ
め
市
議
会
議
員
、

市
民
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
に
出
迎
え
ら

れ
、
１
９
９
７
年
の
使
節
団
訪
問
以
来

の
友
好
を
温
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
カ

プ
ル
コ
湾
を
臨
む
景
勝
地
「
日
本
の
広

場
」
に
建
設
さ
れ
る
友
好
記
念
碑
に
つ

い
て
、
今
後
の
施
設
管
理
も
含
め
十
分

に
お
願
い
し
、
「
こ
の
記
念
碑
が
新
た

な
墨
交
流
の
礎
と
な
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
。
」
と
伝
え
ま
し
た
。
ア
ビ
ラ
・

サ
ン
チ
ェ
ス
市
長
は
、
友
好
記
念
碑
の

建
設
事
業
に
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と

を
約
束
し
ま
し
た
。

　
“
友
好
記
念
碑
（
オ
ベ
リ
ク
ス
）

　
　
　
　
　
　
建
設
事
業
に
全
面
的
に
協
力
し
た
い
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
ア
カ
プ
ル
コ
市
長
～

　

御
宿
岩
和
田
漁
業
協
同
組
合
を
代
表

し
、
畑
中
英
男
組
合
長
か
ら
、
ア
カ
プ

ル
コ
市
と
銘
じ
さ
れ
た
宝
船
を
描
い
た

大
漁
旗
を
市
に
贈
呈
し
、
ア
ビ
ラ
・
サ

ン
チ
ェ
ス
市
長
に
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
御
宿
を
訪
問
さ
れ
る
こ
と
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

後
に
、
私
た
ち
は
（
仮
）
日
西
墨
友

好
の
碑
が
建
設
さ
れ
る
「
日
本
の
広

場
」
を
見
学
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
、
市
内
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
、
セ
フ
ェ
リ
ノ
・
ゲ
レ
ロ
州
知
事
に

謁
見
し
、
２
月
に
東
京
で
お
会
い
し
て

以
来
の
再
会
を
喜
び
、
友
好
記
念
碑
建

設
に
つ
い
て
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

文
部
教
育
省
国
際
関
係
部
長
の
マ
リ

オ
・
チ
ャ
コ
ン
大
使
に
謁
見
し
、
日
墨

交
流
発
祥
の
地
で
あ
る
御
宿
町
に
日
墨

文
化
交
流
の
拠
点
機
関
の
設
置
を
提
案

し
ま
し
た
。

　

マ
リ
オ
・
チ
ャ
コ
ン
大
使
は
、
以
前
、

在
日
メ
キ
シ
コ
大
使
館
に
勤
務
さ
れ
、

御
宿
に
は
何
度
も
訪
れ
強
い
思
い
入
れ

が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
文

化
交
流
機
関
の
設
置
は
素
晴
ら
し
い
ア

イ
デ
ア
な
の
で
、
日
墨
交
流
の
た
め
の

財
団
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
旨
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

▲日墨交流のため財団基金の活用の検討を明らかにする
文部教育省のマリオ・チャコン大使

　

今
回
の
訪
墨
で
は
、
メ
キ
シ
コ
合
衆

国
が
多
民
族
国
家
と
し
て
内
在
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
、
大
き
な
発
展
の
可

能
性
を
秘
め
た
国
家
で
あ
る
こ
と
を
再

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
墨
交
流
発

祥
の
地
と
し
て
の
御
宿
町
の
『
世
界
と

い
う
舞
台
で
の
位
置
』
を
確
認
し
、
私

た
ち
の
祖
先
が
為
し
た
行
為
の
偉
大
さ

を
改
め
て
知
る
と
と
も
に
、
歴
史
の
重

さ
を
深
く
認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
日
墨
交
流
に
お
い
て
『
日
本

の
窓
口
は
御
宿
で
あ
る
』
こ
と
を
強
く

体
感
し
、
多
く
の
式
典
へ
の
出
席
要
請

が
メ
キ
シ
コ
国
側
か
ら
あ
っ
た
こ
と
も

併
せ
、
非
常
に
密
度
の
濃
い
友
好
交
流

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
未
来
に
向
け
て
、『
新
た
な
４

０
０
年
の
歴
史
を
刻
む
第
一
歩
』
を
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
メ
キ
シ
コ
在
住
の
東
信
行
氏

に
は
、
私
た
ち
が
滞
在
中
常
に
同
行
く

だ
さ
り
、
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日墨文化交流の拠点機関設置を提案　
～文部教育省　マリオ・チャコン大使～

▲日西墨友好の碑が建設される
「日本の広場」
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フェスティバル

夢
と
絆
の

　

御
宿
台
区
が
平
成
十
二
年
四
月
に
行
政
区
と
し

て
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
世
帯
数
が
一
番
多
い
行
政
区
と
な
り
、

住
民
の
行
政
参
加
を
は
じ
め
、
各
種
健
康
づ
く
り

事
業
や
景
観
整
備
へ
の
取
組
み
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
御
宿
台
区
誕
生
十
年
と
い
う
節
目
に

あ
た
り
、
御
宿
台
区
実
行
員
会
と
各
サ
ー
ク
ル
グ

ル
ー
プ
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
た
『
御
宿
台
区
区
制

施
行
十
周
年
記
念
大
会
』
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

より良い町
づくりに取
り組んでい
くこと

地域住民と
のコミュニ
ケーション
づくり
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噴
水
広
場
周
辺
で
は
、
中
山
間
実
行

委
員
会
や
御
宿
岩
和
田
漁
協
な
ど
に
よ

る
地
元
産
品
の
試
食
・
販
売
を
は
じ
め
、

各
種
サ
ー
ク
ル
団
体
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
リ

ン
グ
な
ど
、
多
く
の
催
し
・
出
店
が
あ

り
ま
し
た
。

雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
住
民

が
訪
れ
、
人
的
交
流
の
中
か
ら
笑
顔
が

生
ま
れ
、
賑
わ
い
の
あ
る
式
典
に
な
り

ま
し
た
。

十
周
年
を
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に

各
種
サ
ー
ク
ル
会
は
三
十
三▲織物を体験することができました

連携連携

交流交流
（風船工房：御宿マジッククラブ）
犬やウサギなどのバルーンアートを無料で配布。
「もう100個以上作りました。皆さんに喜ばれています」

イベントの企画から準備作業まで、実行委員会
と各サークルグループで取り組んできました。

御
宿
台
区
区
制
施
行
十
周
年
記
念
大

会
が
、
十
月
九
日
（
土
）
に
噴
水
広
場

を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
場
で
行
わ
れ
た
記
念
式
典
に
は
、

石
田
町
長
や
瀧
口
議
会
副
議
長
な
ど
多

く
の
関
係
者
が
出
席
。
堀
川
御
宿
台
区

長
は
、
「
多
く
の
方
の
協
力
が
あ
っ
て

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
年
を
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

さ
ら
に
住
み
や
す
い
町
に
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
記
念
大
会
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

は
『
夢
と
絆
の
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
。

夢
＝
「
よ
り
良
い
御
宿
町
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
、
実
現
さ
せ
て
い
く
こ

と
」絆

＝
「
御
宿
台
区
だ
け
で
な
く
、
ほ

か
の
地
区
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
」
と
の
こ
と
。

今
後
も
、
消
防
・
防
犯
活
動
や
子
ど

も
会
へ
の
参
加
な
ど
様
々
な
活
動
に
つ

い
て
、
各
区
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

協
力
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

賑わい賑わい（中山間実行委員会による販売）→
「販売する楽しさを実感しています」
御宿米をはじめ、自然薯や柿、栗など、
地元産品を販売。さつまいもの試食
も好評でした。
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中山間地域総合整備事業
８１１万円

岩和田漁港基盤整備事業
７，８４３万円

日西墨400周年記念事業
８０４万円

一
般
会
計

　平成21年度の一般会計歳出決算は総額31億5,229万1千
円となり、前年度と比べ2億8,112万円の増となりました。
　決算額増加の大きな要因としては、国の経済対策による
地域活性化臨時交付金が数次にわたり交付されたことによ
るものです。
　上記グラフは目的別に決算を分類したものです。
　総務費は、定額給付金事業等により前年度と比べ約1億7
千万の増額。民生費は、医療費の増加などから国保や介護
などの特別会計への繰出金の増加により約4千万円の増額
となりました。衛生費は、大原聖苑の焼却炉改修による火
葬業務負担金の増加により約1千万円の増額。その他の項
目についても、教育費（平成20年度に小学校耐震補強工事
を実施）を除き増額となりました。

国民健康保険特別会計
◇歳入総額：11億 6,937 万 8千円

◇歳出総額：10億 5,828 万 7千円
※自営業の方々などの医療費を給付する会計です。

介護保険特別会計
◇歳入総額：7億 1,173 万円

◇歳出総額：6億 8,508 万 8千円
※要介護等認定者へ介護サービス費を支給する会計です。

後期高齢者医療特別会計
◇歳入総額：1億 1,395 万 8千円

◇歳出総額：1億 234万 2千円

※75歳以上の方々の医療を賄う
　ための会計です。
※平成21年度から施行。

◇歳入総額：896万 3千円

◇歳出総額：651万 1千円

※75歳以上の方々の医療を賄う
　ための会計です。
※平成22年度で終了。

老人保健特別会計

保険税
2億 8千万

医療費等
6億 9千万

後期高齢
者支援金
1億 4千万

後期高齢
者支援金
1億 4千万

その他
2億 3千万

国・県支出金
2億 9千万
国・県支出金
2億 9千万

その他
3億４千万

前期高齢者
交付金
2億６千万

保険料
1億 2千万

保険料
9千万

国・県
支出金
0.6 千万

償還金等
0.6 千万

その他
0.3 千万
その他
0.3 千万

その他
2千万
その他
2千万

高齢者医療費
1億

介護サービス費等
6億 3千万

地域支援
事業費
2千万

地域支援
事業費
2千万

その他
4千万

国・県支出金
2億 5千万
国・県支出金
2億 5千万

その他
1億 5千万

支払基金
交付金

1億 9千万

総額
３１億５，２２９万１千円

総務費
7億　23％

民生費
6億 3千万
20％

衛生費
5億 2千万
16％

教育費
1億 9千万
6％

衛生費
5億 2千万
16％

農林水産業費
1億 3千万
4％

商工費
1億 5千万
5％

土木費
1億 3千万
4％

農林水産業費
1億 3千万
4％

商工費
1億 5千万
5％

土木費
1億 3千万
4％

消防費
2億　6％

教育費
1億 9千万
6％

公債費
4億４千万
14％

議会費
６千万
2％

議会費
６千万
2％
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高齢者等福祉費
１億１，１５０万円

小・中学校費
５，２２１万円

子育て支援事業
1億８，０８３万円

一人あたりにクローズアップ

　御宿町の決算がまとまりました。
　平成21年度は、日本・スペイン・メキシコ交流400周年記念事業を住民との協働により実施したほ
か、農業・漁業といった地場産業の活性化対策、観光施設整備の充実、さらには子育て支援や高齢者等
の福祉施策など、あらゆる分野におけるより良い町づくり事業を展開しました。
　皆さんはこの決算についてどう考えますか？　町の事業に無駄遣いはありませんでしたか？
　地域の力が試されている現在だからこそ、町民一人ひとりがこの決算と向き合う必要があります。

区　　分
実質赤字比率
連結赤字比率
実質公債比率
将来負担比率

―
―

11.3％
100.0％

健全化判断比率

会計名
水道事業会計 ―

資金不足比率

実質赤字比率　町の会計が黒字の場合「－」
連結赤字比率　町に関わるすべての会計が黒字の場合「－」
実質公債費比率　町の収入に対する借入金の割合
将来負担比率　町の収入に対する将来負担すべき負債額の割合
資金不足比率　水道会計資金の状況（資金不足が無ければ「－」）

健全化判断比率
資金不足比率について

◇伝　承
歴史伝承
5千円　　※町民

◇福祉の充実
障がい者福祉
１９８千円　※手帳交付者

高齢者福祉
7千円　※65歳以上

◇産業振興
農　業
87千円　　※従事者

漁　業
35千円　　※従事者

商工観光
175千円　※従事者

◇安全・安心
消防・防災等
25千円　　※町民

◇教育文化の向上
小学校
113千円　※児童

中学校
106千円　※生徒

社会教育
3千円　　※町民 ◇生活基盤整備

景観・道路等
21千円　※町民

ゴミ処理
37千円　※町民

環境美化
3千円　　※町民

◇子育て支援
児童手当
106千円　※受給者

保育所
934千円　※入所者

児童館
67千円　　※児童数

◇借　金

乳幼児医療
22千円
※小学校就学前児

妊婦乳幼児健診
16千円
※4歳未満・妊婦

借入返済
54千円　　※町民

文化伝承
０．4千円　　※町民

※国や県からの補助金など、特定財源を充当した額も
　含まれています。
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第
65
回
国
民
体
育
大
会
「
ゆ
め
半
島
千

葉
国
体
」
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
10
月
３
日
に
御
宿
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
は
小
学
生
の
部
が
行
わ
れ
、
町
内

の
小
学
生
22
名
（
男
子
９
名
、女
子
13
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
は
一
般
の
部
が
行
わ
れ
、

町内の春日神社、大宮神社の秋祭りが９月下旬に、また八幡
神社の秋祭りが 10 月上旬にそれぞれ行われました。

9 月 26 日に行われた春日神社の宮出しでは、高山田区による
神楽囃子が終了すると、年番の六軒町地区を中心に勢いよく神
輿が階段を下りました。その後、町内を練り歩き豊漁・豊作を
祈願しました。

※
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事（
デ
モ
ス
ポ

行
事
）
と
は
、
都
道
府
県
代
表
選

手
が
競
い
合
う
正
式
競
技
と
は
違

い
、
国
体
開
催
地
の
千
葉
県
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
行
事
で
す
。
ゆ
め
半
島

千
葉
国
体
で
は
、
26
種
類
の
デ
モ

ス
ポ
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

広げよう 御宿 Sports広げよう 御宿 Sports
～ゆめ半島　千葉国体　
　　デモンストレーションスポーツ　パークゴルフ大会～

県
内
各
地
か
ら
66
名
（
男
子
43
名
、
女
子

23
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
男
子
の
部　

　

１
位　

幸こ
う
ぼ保

一か
ず
き希

　

２
位　

幸こ
う
ぼ保
悠ゆ

う
と斗

　

３
位　

田た
な
か中

真ま
さ
き生

小
学
生
女
子
の
部　

　

１
位　

殿と
の
き城

綾あ
や
か香

　

２
位　

山や
ま
し
た下
沙さ

お
り織

　

３
位　

皆み
な
が
わ川

真ま
な奈

一
般
男
子
の
部　

　

１
位　

渡わ
た
な
べ部

謙け
ん
じ
ろ
う

次
郎
（
木
更
津
市
）

　

２
位　

大お
お
か
わ河
和か

ず
お男
（
木
更
津
市
）

　

３
位　

佐さ
と
う藤

司し
ろ
う朗

（
御
宿
町
）

一
般
女
子
の
部　

　

１
位　

佐さ
と
う藤

政ま
さ
こ子

（
御
宿
町
）

　

２
位　

田た
な
か中
昭あ

き
こ子
（
御
宿
町
）

　

３
位　

鴨か
も
が
わ川

優ゆ
う
こ子

（
御
宿
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

～町内神社の秋祭り～

豊漁・豊作を願って豊漁・豊作を願って
▲小学生の部入賞者▲一般の部入賞者
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命の重さを知る大会

全
日
本
学
生
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
大
会
が
９
月
25

日
、
26
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
中
央
海
岸
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
の
影
響
に
よ
る
荒
天
の
中
、
73
校
の

大
学
か
ら
５
９
８
名
の
選
手
が
参
加
。
日
ご
ろ
積
み
重

ね
て
き
た
救
助
活
動
技
術
を
競
い
合
い
、
男
子
の
部
、

女
子
の
部
と
も
に
日
本
体
育
大
学
が
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
９
年
続
け
て
御
宿
町
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
大
会
が
当
町
で
行
わ
れ
、
歴
史
あ
る

海
難
救
助
の
聖
地
と
し
て
、
多
数
の
方
々
に
認
知
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

命の重さを知る大会
～第２５回全日本学生ライフセービング大会～

祝
百
歳

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

渡邉　とみさん
（久保区）

　毎日の日課は、畑づくり。みずみずしい新鮮
な野菜を食べることや身体を動かすことが元
気の秘訣。今はネギを植える準備に忙しい毎
日です。朝刊も欠かさず目を通し、政治にも関
心があり尖閣諸島問題など情報にも敏感です。

吉野　はつさん
（実谷区）

　今年の正月に足を骨折して入院してから、
動くことが不自由となりましたが、食事は好き
嫌いなく何でも食べます。表彰状の説明をす
ると笑顔で答えてくれました。

長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
今
年
で
百
歳
を

迎
え
ら
れ
る
渡
邉
と
み
さ
ん
と
吉
野
は
つ
さ

ん
に
、
10
月
13
日
、
町
か
ら
金
一
封
が
、
ま

た
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
記
念
の
銀
杯
と
賞
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

二
人
と
も
元
気
な
様
子
で
、
町
長
か
ら
記

念
品
等
を
手
渡
さ
れ
る
と
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。」
と
、
は
っ
き
り
と
し
た
口
調

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
好
き
な
食
べ
物
の
話
や
長
寿
の
秘

訣
な
ど
、
多
く
の
話
題
に
つ
い
て
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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デジタルテレビ・オール電化（東京電力認定）
リフォーム・家電が得意なでんきやさんです

◎今後も、よりよい町に向けて、自主活動を進めているマンパワーをピックアップしていきたいと思います。
このような方々を見かけた方又は知っている方、もしくは、我こそはという方は、ぜひ企画財政課まで
ご連絡ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画財政課　68－ 2512

まちづくりにあたり、その地域に住む　人々の力＝マンパワー　は、大変重要なものとなっています。
町民の方々のまちづくり参加は、ボランティアや各種サークル活動等を通じて次第に広がりを見せ

ており、「住んでよかった！魅力ある町」に着々と前進しています。
今回は、児童や生徒の登下校時などに防犯パトロールを行っている、千葉県交通安全推進隊の
鈴木隆雄さん（新町）の活動について紹介します。

未来を担う子ども達の安全のために未来を担う子ども達の安全のために
子
ど
も
達
を
狙
っ
た
犯
罪
が
全
国
各
地

で
発
生
し
て
い
る
中
、保
護
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、地
域
の
住
民
も
協
力
し
て
子

ど
も
達
を
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。千

葉
県
交
通
安
全
推
進
隊
の
鈴
木
さ
ん

は
、ほ
ぼ
毎
日
学
校
の
登
下
校
時
に
合
わ

せ
、朝
市
通
り
な
ど
で
児
童
や
生
徒
の
安

全
を
見
守
る
ほ
か
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
掃

除
な
ど
交
通
安
全
に
係
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
８
年
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
に
子
ど
も
達
の
安
全
に
つ
い

て
伺
う
と
、「
信
号
の
無
い
大
き
な
交
差
点

は
特
に
危
険
で
す
。大
人
が
見
て
あ
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、大
き
な
声
で
の

挨
拶
も
心
が
け
て
い
ま
す
。」と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。実
際
に
近
所
の
方
々
か

ら
も
「
鈴
木
さ
ん
が
道
路
に
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
進
ん
で
挨
拶

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。」と
の
声
が
あ
る
そ

う
で
す
。

ま
た
、「
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
も
挨
拶

を
し
て
く
れ
る
子
も
い
ま
す
。」と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る

こ
と
―
そ
れ
は
地
域
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
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健康福祉福祉
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
平成 23 年度保育所及び
放課後児童クラブの受付
平成 23年度保育所入所申込受付

2010.10

　平成 23 年 4 月 1 日から新たに保育所への入所を希望される方の申込み受付を
開始します。希望者は申込書に必要書類を添付のうえお申込みください。
　なお、今回の申込みは書類の受付のみ実施し、入所児童の面接などは後日行います。

※すでに入所しており小学校就学時までの入所承諾を受けている方は申込みの必要はありません。

※　岩和田、御宿保育所は、土曜日（8:30 ～ 11:00）も受け付けています。
【入所資格】生後 6 か月以上の「日中家庭において保育する人」のいない児童
【必要書類】入所申込書（保健福祉課又は各保育所に用意してあります。）
  保育を必要とする書類（例：勤務証明書・母子手帳の写し・身体障害者手帳の写し・医師
  の診断書の写しなど）

【選考方法】基準に基づき、家庭保育の困難な児童から順に定員の範囲内で決定します。

平成 23年度放課後児童クラブ入会児童を募集
　町では、共働き世帯などの児童が放課後を過ごす場として、御宿児童館内で放課後児童クラブを実施
しています。
　平成２３年４月から入会する児童を募集しますので、入会を希望する方はお申し込みください。
　なお、今回の申し込みは書類の受付のみ実施し、入会児童の面接などは後日行います。

【申込期間】１１月１日（月）～１１月１９日（金）
  （現在入会中の児童も申し込みが必要です。）

【入会資格】以下のどちらにも該当する方
  ・町内に住所を有する小学校１～３年生（平成２３年４月１日現在）
  ・保護者（同居の家族も含む）が仕事などで放課後家庭にいない児童

【事業概要】授業終了後の生活の場として、指導員や他児童と遊びなどを行います。
【費　　用】月額５，０００円（８月は７，０００円）
【必要書類】 ・入会申込書（保健福祉課に用意してありますが、連絡をいただければ送付します。）
  ・保護者の勤務等を証する書類

【選考方法】 ・基準に基づき、家庭保育の困難な児童から順に定員（２５名）の範囲内で決定します。

 　　　　　　　　　問い合わせ　保健福祉課福祉介護班　℡　６８－６７１６

受 付 日  場　所 時　間 対 象 者  

11月1日（月）
～19日（金）

8：30～17：15

7：30～17：15

保健福祉課

岩和田保育所
御宿保育所

23年４月から新たに保育所入所を
希望する方
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く
ら
し
の

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
INFORMATION

　

平
成
22
年
８
月
末
現
在
、
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
で
警
察
庁
か
ら
特

別
手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人
を
は
じ

め
、
約
１
，
２
０
０
人
が
、
全
国

か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
犯
人
は
、
殺
人・
強
盗

等
の
凶
悪
事
件
、
暴
行
・
傷
害
等

の
粗
暴
事
件
、
窃
盗
事
件
、
詐
欺・

横
領
等
の
知
能
犯
事
件
な
ど
に
よ

り
手
配
さ
れ
て
お
り
、
早
期
に
検

挙
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

警
察
で
は
、
全
国
警
察
の
総
力

を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
い
、
こ

れ
ら
の
犯
人
の
早
期
検
挙
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

犯
人
の
検
挙
に
向
け
た
捜
査
活

動
に
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
人
を
見
か
け
た
ら
、

警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
指
名
手
配
人
に
似
た
人

お
知
ら
せ

指
名
手
配
人
検
挙
に

ご
協
力
を

○
い
つ
も
サ
ン
グ
ラ
ス
や
マ
ス
ク

を
し
て
顔
を
隠
す
な
ど
、
不
自

然
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
人

○
ア
パ
ー
ト
等
の
隣
家
に
、
家

人
で
は
な
い
人
が
出
入
り
す
る

よ
う
に
な
っ
た　

な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

　

い
す
み
警
察
署

　

℡
０
４
７
０
‐
６
２
‐
０
１
１
０

　

御
宿
駅
前
駐
在
所

　

℡
０
４
７
０
‐
６
８
‐
２
１
０
０

　

※
オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
に

　

関
す
る
情
報

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
‐
０
０
６
０
２
４

　

防
衛
省
陸
上
自
衛
隊
で
は
、「
中

学
校
卒
業
者
及
び
中
学
校
卒
業
予

定
者
」
を
対
象
と
し
た「
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
」
を
以
下

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊　

茂
原
地
域
事
務
所

　

℡
０
４
７
５
‐
２
５
‐
０
４
５
２

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
の
生
徒
募
集

募集種目
受験資格

受付期間

試験期日

合格発表

教育及び
卒業資格

生徒の待遇

その他
問い合わせ先

陸上自衛隊高等工科学校生徒
平成２３年４月１日現在「１５歳以上１７歳未満の男子」
中学校等卒業者及び卒業予定者
推薦試験 平成２２年１１月１日（月）～平成２３年１月６日（木）まで。（締切日必着）
一般試験 平成２２年１１月１日（月）～平成２３年１月７日（金）まで。（締切日必着）
推薦試験 平成２３年１月１５日（土）～平成２３年１月１７日（月）のうち指定する１日
一般試験 平成２３年１月２２日（土）（第１次試験）

平成２３年２月５日（土）～２月８日（火）の指定する１日（２次試験）
推薦試験 平成２３年２月１日（火）（最終合格日）
一般試験 平成２３年２月１日（火）（１次合格発表）

平成２３年２月２５日（金）（最終合格発表）
・高等学校の普通課と同等の教育を受け、併せて技術的な専門教育等を受ける。
・提携する通信制高等学校に入学し、教育終了時は高等学校の卒業資格を取得。
・身分は特別職国家公務員「生徒」（自衛官ではありません）
・生徒手当：月額「９４，９００円」を支給（期末手当：年２回（６月、１２月））
・生徒教育卒業後、各種大学及び防衛大学校、航空学生への受験資格が得られる。
詳しい内容は、お問い合わせください。
・自衛隊　茂原地域事務所（茂原市町保3-217シティビル２階）
・電話番号　０４７５-２５-０４５２
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風
の
中
ゆ
ら
り
ゆ
ら
い
で
吾わ
れ
も
こ
う

亦
紅	

堺　
　

陸
子

野の
ぼ
と
け仏
の
生う
ま

れ
変か
わ

り
か
吾わ
れ
も
こ
う

亦
紅	

桜
谷　

敬
蔵

衣き
ぬ

被か
つ
ぎ問
は
れ
し
味
は
母
の
味	

金
子　

澄
子

寝ね

息い
き

立
つ
吾わ

子こ

を
背せ

お負
ひ
て
刈か
り
た田
道み
ち	

本
吉　
　

愛

流
れ
行
く
雲
に
乗
り
た
し
秋
の
空	

秋
葉
喜
美
江

息い
き

殺こ
ろ

し
蜻と
ん
ぼ蛉
を
採と

っ
た
幼
き
日	

菊
池　

武
夫

蟇ひ
き

の
子
の
こ
ん
な
に
跳は

ね
る
と
は
知
ら
ず	

大
曽
根
利
枝

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【吾亦紅】

夢
の
中
夜よ
ぞ
ら空
彩い
ろ

ど
る
遠と
お

花は
な
び火	

澤
崎　

幸
子

梨
む
き
て
頬ほ

お
ば
る張
る
祖
母
の
笑
顔
か
な	

本
吉
美
絵
子

散さ
ん
さ
く策

の
風
が
み
つ
け
た
吾わ
れ
も
こ
う

亦
紅	

小
野　

玲
子

む
さ
し
野
の
風か

ぜ

染そ

め
分わ

け
て
秋あ
き

桜
さ
く
ら	

岡
本　

俊
康

枝え
だ
さ
き先
に
い
つ
も
風
あ
り
吾わ
れ
も
こ
う

亦
紅	

鶴
岡
と
く
路

編 集 記後
　今回の「We are Proceeding」(12p) で取材させて
いただいた交通安全推進員の鈴木さん。
　当日も朝早くから朝市通りの十字路に立ち、子ども
達や近所の方々に元気な声で挨拶されていました。車
で通る方も顔見知りが多いようで、一台一台に対し、
笑顔で会釈されているのが印象的でした。コミュニ
ケーションの基礎となる挨拶の大切さを改めて教えて
いただきました。　          　　　　　　       （髙倉）

人の動き
8,109人（－13）男 3,855人  女  4,254人
世帯数 3,572  （平成 22 年 9 月 30 日）

御宿分署の出動状況
火災件数 0　救急件数 39
平成 22 年 9 月中

交通事故発生状況
発生件数 17　死者数 0　負傷者数 24
（平成 22 年 1 月 1 日～ 9月 30 日現在）

町民バス利用状況
乗車人数 104
平成 22 年 9 月中

ダムの貯水状況
有効貯水量 256,000㎥　有効貯水率 44.2%　　
（平成22年9月20日現在）

慶弔（ 9月届 ）
出生 5　死亡 18

2010.10

（
秋
桜
＝
コ
ス
モ
ス
）

〒299-5106　夷隅郡御宿町須賀579-5
0470-68-4162

◎定食は他に多数
　有ります
※定休日：木・金曜日

ブレンドコーヒー ・・・・・・￥350
ハンバーグ定食 ・・・・・・・・・￥850
しょうが焼定食 ・・・・・・・・・￥850
ナスと豚肉のピリカラ定食・・・￥850
とんかつ定食・・・・・・・・・・・・￥850

コーヒー・サラダバー付

コーミ

（
衣
被
＝
里
芋
の
小
さ
い
も
の
）



タウンカレンダー

（公）⇒公民館　（健）⇒役場保健センター　（地福）⇒地域福祉センター　（BG）⇒B&G海洋センター　（児）⇒御宿児童館　（岩青）⇒岩和田青年館 （公）⇒公民館　（健）⇒役場保健センター　（地福）⇒地域福祉センター　（BG）⇒B&G海洋センター　（児）⇒御宿児童館　（岩青）⇒岩和田青年館　
（布消）⇒上布施コミュニティ消防センター 　（岩消）⇒岩和田消防団詰所　（高倉）⇒高山田倉庫　（実農）⇒実谷農協倉庫　（台集）⇒御宿台集会所
（六消）⇒六軒町消防団詰所

日 月 火 水 木 金 土

健康相談
 9:30～11:00(岩青)
13:30～15:00(公)
健康運動教室
14:00～15:00(BG)

御宿スペイン友好ピアノ
コンサート
14:00～15:00(公)

町県民税第3期・
国民健康保健税第4期・
介護保険料第4期・
後期高齢者医療保険料
第4期納期限

健康運動教室
14:00～15:00(BG)

お話玉手箱
11:00～11:30(児)
健康運動教室
14:00～15:00(BG)

乳児相談
13:30～15:00(健)

健康運動教室
14:00～15:00(BG)

子育て相談
10:00～11:30(児)

心配ごと相談
 9:00～12:00(地福)

心配ごと相談
 9:00～12:00(地福)

文化の日

サンデーオープン
9:00～12:00(役場)
ラジオ体操教室
10:30～11:20(公)

1歳半・3歳児健診
13:15～13:45(健)
国民健康保健税第5期・
介護保険料第5期・
後期高齢者医療保険料
第5期納期限

勤労感謝の日

11月　November
5
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　「ふるさと御宿」を愛する方々から寄附を通じて支援を受け、まちづくりの担い手となっていただく「活力ある
ふるさとづくり基金」。今年度も６ヶ月が経過し、2 名の方からご賛同をいただきましたのでお知らせします。

　また、お寄せいただいた寄附金については寄附者の意向が十分反映されるよう特色ある地域づくりに役立た
せていただきます。

活力あるふるさとづくり基金平成２２年度中間期報告

※平成22年4月1日から9月30日までの寄附状況です。　問い合わせ：企画財政課　０４７０－６８－２５１２

今後もご協力をお願いします今後もご協力をお願いします

事　業　内　容

合　　計

幻想の世界「月の沙漠の旅」づくり事業

世界に発信「人類愛の輪」事業 うち　獅子・ひょっとこ会（勝浦市）
10千円 

夢を育む人にやさしいまちづくり事業

件　数

0

2

0

2

0

110

0

110

備　　考寄附金額
（千円）


